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屋久島におけるケブカカスミカメの初記録 

First record of Tinginotum perlatum in Yakushima 

ケブカカスミカメ Tinginotum perlatum Linnavuori, 1961 は西日本に広く分布して

おり、幼虫はイシカグマ、イブキビヤクシン、リュウキュウマツなど、広範な植物から

見いだされており、成虫は紀伊半島では春先にカエデの花、八重山ではトベラやエゴノ

キの花で確認された例がある（安永ら，2001）。温帯域では少なくとも年 2 回発生して

おり、成虫越冬し、冬期には林床のシダ類や雑草のほか、倒木上にたまった落ち葉の下
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からも見つかるという。南西諸島ではリュウキュウマツに多く，八重山では周年発生し

ているとされる。 

本種の具体的な分布地として、本州、伊豆（八丈島）、四国、九州、対馬、甑島（下甑

島）、奄美（奄美大島）、沖縄（沖縄本島）、八重山（石垣島、西表島）が知られるが（日

本 昆 虫 目 録 編 集 委 員 会 ， 2016 ）、 屋 久 島 で の 記 録 は 含 ま れ て い な い 。 ま た 、

Yasunaga(1999)でも記録がないことから、屋久島では未記録であると思われる。 

筆者は 2017 年 11 月 27 日に鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦の宿泊施設で、本種が灯

火に飛来しているところを撮影したのでここに報告する。 

1ex., 鹿児島県熊毛郡屋

久 島 町 宮 之 浦 , 27. XI. 

2017, 筆者撮影（図 6）. 

 

灯火からの記録は八木

ら（2003）などにみられ、

普通に見られると思われ

る。 
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図 6 屋久島のケブカカスミカメ 
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大阪府におけるオオウロコチャタテの記録と国内分布文献記録 

A Record of Stimulopalpus japonicus in Osaka Prefecture and literature 

distribution records in Japan 

オオウロコチャタテ Stimulopalpus japonicus Enderlein, 1907 は人家の周りにも普通

に見られ、岩の表面や人家のブロック塀に生息するウロコチャタテ科の一種である（吉

澤，1999）。国内では Johnson et al.(2020)及び筆者が確認する限り、東京都（伊藤，1977；

吉澤，2000) 、愛知県（間野，2018）、奈良県（奈良県レッドデータブック改訂委員会，

2017）、岡山県（Enderlein, 1907：この記録は岡山県野生動植物調査検討会（2020）の

分布記録整理に含まれていない）、四国県不明（富田・芳賀，1992）、福岡県（吉澤，2016）

で記録があり、筆者は兵庫県でも記録しているが（池田，投稿中）、大阪府では大阪府

（2000）にも記述はなく、記録がないと思われる。 

筆者は 2016 年 8 月 26

日 13 時頃、大阪府河内

長野市滝畑天神社(大梵

天王社)で、本種を撮影し

ているのでここに報告す

る（図 7）。 

 

1ex., 大阪府河内長野市

滝 畑 天 神 社 , 26. VIII. 

2016, 筆者撮影. 

 

同科には 2 種いるが

（日本昆虫目録編集委員

会，2016）、オオウロコチャタテにみられる頭部に 1 対の淡黄褐色の円斑があり（伊藤，

図 7 大阪府のオオウロコチャタテ 


